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「
国
連
障
害
者
の
一
○
年
」
が
一
九
九
二
年
に

終
了
し
た
後
、
国
連
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
社
会

委
員
会
（
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
）
は
「
ア
ジ
ア
太
平
洋
障

害
者
の
一
○
年
」（
一
九
九
三
〜
二
○
○
二
年
）

を
宣
言
し
、
現
在
は
そ
の
第
二
の
一
○
年
（
二
○

○
三
〜
二
○
一
二
年
）
に
取
り
組
ん
で
い
る
。　

高
い
評
価
を
得
た
ア
ジ
ア
太
平
洋
の
一
○
年
は
、

他
地
域
へ
も
波
及
し
て
き
た
。
現
在
進
行
し
て
い

る
地
域
の
一
○
年
は
、
今
回
紹
介
す
る
ア
フ
リ
カ

以
外
で
も
、
ア
ラ
ブ
障
害
者
の
一
○
年
（
二
○
○

三
〜
二
○
一
二
年
）、
米
州
障
害
者
の
一
○
年

（
二
○
○
六
〜
二
○
一
六
年
）
と
欧
州
を
除
く
世

界
の
全
地
域
で
「
一
○
年
」
が
進
行
中
で
あ
る
。

ア
フ
リ
カ
の
一
○
年
は
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
の
一

○
年
に
刺
激
を
受
け
た
ア
フ
リ
カ
の
障
害
者
が
働

き
か
け
た
結
果
、
ア
フ
リ
カ
統
一
機
構
（
現
在
は

ア
フ
リ
カ
連
合
＝
Ａ
Ｕ
）
が
一
九
九
九
年
か
ら
二

○
○
九
年
を
「
一
○
年
」
と
し
て
宣
言
を
行
っ
た

も
の
で
あ
る
。
そ
の
主
な
目
的
は
、
国
連
の
「
障

害
者
に
関
す
る
世
界
行
動
計
画
」
と
「
障
害
者
に

関
す
る
機
会
均
等
基
準
」
の
実
施
で
あ
る
。

●
ア
フ
リ
カ
障
害
者
の
一
○
年
の
宣
言

と
苦
闘

ア
フ
リ
カ
障
害
者
の
一
○
年
の
取
り
組
み
は
厳

し
い
試
練
に
さ
ら
さ
れ
て
き
た
。
ア
ジ
ア
太
平
洋

の
一
○
年
の
成
功
の
秘
訣
の
一
つ
は
、
国
連
の
地

域
委
員
会
の
事
務
局
が
軸
と
な
る
、
加
盟
国
と
障

害
者
自
身
の
組
織
を
中
心
と
す
る
障
害
分
野
の
Ｎ

Ｇ
Ｏ
の
連
携
に
あ
る
が
、
ア
フ
リ
カ
障
害
者
の
一

○
年
の
場
合
に
は
軸
と
な
る
べ
き
政
府
間
機
構
の

Ａ
Ｕ
、
ま
た
、
Ａ
Ｕ
の
障
害
分
野
の
取
り
組
み
の

中
核
的
機
関
で
あ
る
ア
フ
リ
カ
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
研
究
所
（
Ａ
Ｒ
Ｉ
）
が
共
に
弱
体
で
あ
る
ほ

か
、
当
初
、
推
進
役
と
し
て
期
待
さ
れ
た
ア
フ
リ

カ
障
害
者
連
盟
（
Ｐ
Ａ
Ｆ
Ｏ
Ｄ
）
と
い
う
障
害
者

の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
も
十
分
な
取
り
組
み
が
で
き
な
か
っ
た

た
め
で
あ
る
。
二
○
○
○
年
に
は
、
八
五
○
万
ド

ル
を
超
す
非
常
に
野
心
的
な
「
事
業
プ
ラ
ン
」
が

立
て
ら
れ
、
Ｐ
Ａ
Ｆ
Ｏ
Ｄ
が
中
心
的
な
役
割
を
果

た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
が
、
実
現
し
な
か
っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
を
打
開
す
る
た
め
に
Ａ
Ｒ
Ｉ
が
、

二
○
○
二
年
二
月
に
ア
フ
リ
カ
統
一
機
構
本
部
の

あ
る
エ
チ
オ
ピ
ア
に
お
い
て
一
○
年
の
た
め
の
会

議
を
開
催
し
、「
ア
フ
リ
カ
障
害
者
の
一
○
年
・

大
陸
行
動
計
画
」
が
ま
と
め
ら
れ
た
。
こ
の
行
動

計
画
は
、
同
年
七
月
の
Ａ
Ｕ
総
会
で
も
採
択
さ
れ

た
。

当
時
の
危
機
感
は
同
行
動
計
画
第
一
五
段
落
の

「
し
た
が
っ
て
、
財
政
的
資
源
の
欠
如
に
よ
っ
て
、

何
ら
の
事
業
活
動
も
ま
っ
た
く
実
施
さ
れ
な
い
ま

ま
二
年
間
が
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
言
葉
に

象
徴
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
ア
フ
リ
カ

の
一
○
年
は
機
能
せ
ず
、
単
な
る
お
題
目
と
し
て

埋
没
す
る
危
険
性
が
高
か
っ
た
の
で
あ
る
。

●
中
間
年
の
「
一
○
年
事
務
局
」
設
立

転
機
と
な
っ
た
の
は
、「
一
○
年
事
務
局
」
の

設
置
で
あ
り
、
救
世
主
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
だ
っ
た
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
国
際
開
発
庁
（
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ａ
）
を
通

じ
た
同
国
の
政
府
開
発
援
助
資
金
に
よ
っ
て
、

「
一
○
年
事
務
局
」
が
二
○
○
四
年
四
月
に
本
格

的
に
活
動
を
開
始
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
資
金
は

事
務
局
経
費
と
い
う
獲
得
が
難
し
い
分
野
に
投
入

さ
れ
た
点
に
意
義
が
あ
る
。
す
で
に
一
○
年
の
前

半
は
無
為
に
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
が
、
よ

う
や
く
司
令
塔
が
設
置
さ
れ
、
機
能
を
開
始
し
た
。

こ
の
一
○
年
事
務
局
設
置
は
、
二
○
○
三
年
五

月
に
南
ア
フ
リ
カ
の
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク
に
お
い
て

開
催
さ
れ
た
ア
フ
リ
カ
地
域
協
議
会
議
に
よ
っ
て

決
定
さ
れ
た
。
南
ア
政
府
が
誘
致
を
表
明
し
、
ケ

ー
プ
タ
ウ
ン
に
設
置
さ
れ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。

ア
フ
リ
カ
障
害
者
の
一
○
年
の
課
題
と
展
望
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同
事
務
局
は
、「
大
陸
行
動
計
画
」
の
実
施
を

目
的
と
し
て
活
動
し
、
ア
フ
リ
カ
人
を
中
心
に
一

○
名
の
専
門
職
員
が
勤
務
し
て
い
る
。
四
名
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
オ
フ
ィ
サ
ー
は
、
①
貧
困
削
減
、
②
障

害
児
、
③
Ｈ
Ｉ
Ｖ
・
エ
イ
ズ
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
④

情
報
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
そ
れ
ぞ
れ
取
り

組
ん
で
い
る
。
事
業
資
金
は
デ
ン
マ
ー
ク
の
政
府

開
発
援
助
資
金
が
デ
ン
マ
ー
ク
の
障
害
者
組
織

（
Ｄ
Ｓ
Ｉ
）
経
由
で
提
供
し
て
い
る
。

事
務
局
は
、
五
三
カ
国
の
Ａ
Ｕ
加
盟
国
全
体
を

一
律
に
対
象
に
す
る
の
で
は
な
く
、
地
域
バ
ラ
ン

ス
等
を
考
慮
し
て
選
定
し
た
五
カ
国
（
ア
ン
ゴ
ラ
、

エ
チ
オ
ピ
ア
、
ケ
ニ
ア
、
セ
ネ
ガ
ル
、
ル
ワ
ン

ダ
）
を
パ
イ
ロ
ッ
ト
国
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

現
在
の
重
点
事
業
は
、
①
各
国
の
能
力
開
発
と

②
啓
発
で
あ
り
、
最
も
力
が
注
が
れ
て
い
る
の
は
、

各
国
で
の
「
国
家
一
○
年
運
営
委
員
会
」（
Ｄ
Ｓ

Ｃ
）
の
設
立
で
あ
る
。
こ
れ
は
必
ず
し
も
新
た
な

機
関
の
設
置
を
意
味
し
な
い
。
従
来
、
存
在
し
て

い
た
機
関
の
衣
替
え
の
場
合
も
あ
る
。
現
在
の

「
一
○
年
」
が
ひ
と
ま
ず
終
了
す
る
二
○
○
九
年

ま
で
に
二
○
カ
国
以
上
で
の
Ｄ
Ｓ
Ｃ
の
設
立
が
目

標
で
あ
る
。

ま
た
広
大
な
ア
フ
リ
カ
全
体
を
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン

か
ら
カ
バ
ー
す
る
の
は
無
理
が
あ
る
た
め
、
来
年

に
も
、
西
部
ア
フ
リ
カ
地
域
を
対
象
と
す
る
モ
ー

リ
タ
ニ
ア
事
務
所
、
東
部
ア
フ
リ
カ
を
対
象
と
す

る
ケ
ニ
ア
事
務
所
の
開
設
を
予
定
し
て
い
る
。

●
重
点
国
の
取
り
組
み｜

ケ
ニ
ア

パ
イ
ロ
ッ
ト
国
の
一
つ
で
あ
る
ケ
ニ
ア
の
場
合
、

二
○
○
三
年
に
成
立
し
た
障
害
者
の
権
利
と
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
「
障
害
者
法
」
に
基

づ
き
、
障
害
者
全
国
協
議
会
が
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ス

ポ
ー
ツ
・
文
化
・
社
会
サ
ー
ビ
ス
省
の
も
と
に
二

○
○
四
年
一
二
月
に
設
置
さ
れ
た
。
そ
の
協
議
会

が
一
○
年
推
進
の
た
め
の
Ｄ
Ｓ
Ｃ
も
担
っ
て
い
る
。

同
省
は
、
一
○
年
事
務
局
設
置
以
前
の
二
○
○
四

年
一
月
に
、
ケ
ニ
ア
で
の
一
○
年
推
進
の
た
め
の

会
議
を
開
催
し
、
ケ
ニ
ア
国
家
行
動
計
画
を
そ
こ

で
ま
と
め
て
い
た
。

新
た
に
設
立
さ
れ
た
協
議
会
は
、
さ
ら
に
重
点

事
項
を
絞
っ
た
「
二
○
○
六
〜
二
○
○
九
年
戦
略

的
計
画
」
を
ま
と
め
、
そ
の
実
施
に
取
り
組
み
始

め
た
ば
か
り
で
あ
る
。
同
省
の
担
当
官
は
、
全
般

的
な
課
題
と
し
て
①
経
済
的
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
、

②
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
を
挙
げ
て
い
る
。

●
ア
フ
リ
カ
の
一
○
年
と
日
本

九
月
に
、
一
○
年
事
務
局
の
あ
る
ケ
ー
プ
タ
ウ

ン
と
、
重
点
国
の
ケ
ニ
ア
の
首
都
ナ
イ
ロ
ビ
を
訪

問
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
ケ
ニ
ア
は
、
一
九
八

三
年
か
ら
一
九
八
六
年
ま
で
青
年
海
外
協
力
隊
員

と
し
て
赴
任
し
て
い
た
国
で
あ
り
、
二
○
年
ぶ
り

の
訪
問
は
感
慨
深
か
っ
た
。

ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
を
撤
廃
し
政
治
的
自
由
が
実

現
し
た
も
の
の
、
依
然
と
し
て
白
人
と
黒
人
の
経

済
的
格
差
、
そ
し
て
Ｈ
Ｉ
Ｖ
・
エ
イ
ズ
の
蔓
延
に

悩
む
南
ア
フ
リ
カ
、
二
○
○
二
年
に
政
権
交
代
が

実
現
し
、
や
は
り
政
治
的
自
由
度
は
格
段
に
高
ま

り
、
近
年
は
経
済
成
長
を
示
し
て
い
る
（
二
○
○

四
年
は
四
・
三
％
）
も
の
の
依
然
と
し
て
低
い
所

得
水
準
に
あ
る
農
業
国
ケ
ニ
ア
両
国
共
に
深
刻
な

状
況
に
あ
る
。
国
連
開
発
計
画
が
毎
年
発
表
し
て

い
る
人
間
開
発
指
数
（
所
得
、
教
育
、
健
康
）
が

一
九
九
○
年
か
ら
二
○
○
三
年
の
間
に
下
落
し
て

し
ま
っ
て
い
る
の
は
一
八
カ
国
だ
が
、
そ
の
う
ち

三
分
の
二
は
ア
フ
リ
カ
で
あ
り
、
南
ア
も
ケ
ニ
ア

も
含
ま
れ
て
い
る
。

そ
の
ア
フ
リ
カ
で
障
害
者
の
完
全
参
加
、
平
等
、

エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
を
目
指
す
ア
フ
リ
カ
障
害
者

の
一
○
年
は
、
茨
の
道
を
歩
ん
で
き
た
が
、
中
間

年
の
事
務
局
設
置
に
よ
っ
て
よ
う
や
く
、
動
き
を

見
せ
て
い
る
。
そ
れ
に
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
デ

ン
マ
ー
ク
の
貢
献
が
非
常
に
大
き
い
。

遅
ま
き
な
が
ら
も
、
活
動
が
始
ま
っ
て
い
る
ア

フ
リ
カ
の
一
○
年
の
今
後
に
期
待
す
る
が
、
日
本

に
い
る
私
た
ち
が
い
か
に
こ
の
取
り
組
み
に
参
加

で
き
る
か
、
そ
れ
は
私
た
ち
の
課
題
で
あ
る
。

国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
が
障
害
者
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
（
Ｄ
Ｐ
Ｉ
）
日
本
会
議
に
委
託

し
て
二
○
○
二
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
南
部
ア
フ

リ
カ
地
域
障
害
者
の
地
位
向
上
コ
ー
ス
事
業
が
あ

る
。
こ
れ
は
南
部
ア
フ
リ
カ
の
障
害
者
リ
ー
ダ
ー

を
日
本
及
び
タ
イ
に
招
い
て
研
修
を
行
う
も
の
で

あ
り
、
日
本
の
協
力
の
好
例
で
あ
る
。

ア
フ
リ
カ
と
日
本
の
距
離
は
確
か
に
遠
い
。
し

か
し
、
本
年
末
の
国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
る
見
通

し
が
高
い
「
障
害
者
の
権
利
条
約
」
で
も
国
際
協

力
は
重
視
さ
れ
て
い
る
。
同
時
代
に
生
き
る
私
た

ち
に
と
っ
て
ア
フ
リ
カ
も
他
人
事
で
は
な
い
。
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